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子どもと教育はどこへ連れて行かれようとしているのか

－あらためて改定学習指導要領のねらいを考える－

2009年・秋
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	順位
	やりたいこと
	小学生

％
	中学生

％

	１
	眠い
	53.2
	76.3

	２
	横になって休みたい
	34.2
	48.9

	３
	眼が疲れる
	27.2
	37.5

	４
	イライラする
	25.6
	26.9

	５
	大声を出して暴れたい
	20.0
	23.6

	６
	やる気がしない
	18.9
	29.7

	７
	肩がこる
	16.9
	27.2

	８
	頭が重い
	16.5
	26.9

	９
	体がだるい
	11.6
	37.2

	10
	めまいがする
	11.4
	30.7
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	年度
	休職者数
	精神疾患による休職者数
	その割合

	１９９０
	３６７１人
	１０３７人
	28.2％

	２０００
	４９２２人
	２２６９人
	46.0％

	２００１
	５２００人
	２５０３人
	48.1％

	２００２
	５３０３人
	２６８７人
	50.7％

	２００３
	６０１７人
	３１９４人
	53.1％

	２００４
	６３０８人
	３５５９人
	56.4％

	２００５
	７０１７人
	４１７８人
	59.5％

	２００６
	７６５５人
	４６７５人
	61.1％

	２００７
	８０６９人
	４９９５人
	62.0％


2． なぜこんなことが？

　　　　―新しい学習指導要領がさししめす教育の姿ー













3． ｢３０人学級｣に背を向け、しゃにむに｢習熟度別授業｣を進める国と都・・・・

新学習指導要領と｢習熟度別授業｣は、どのような関係にあるのでしょうか




　








▼フィンランドと日本の成績下位層(１未満～レベル2)の割合比較

2006年PISA調査・科学的リテラシーにおける習熟レベル別の生徒の割合

調査は｢レベル1未満｣～｢レベル6｣までに区分されています
	
	レベル１未満
	レベル１
	レベル２

	日本
	3.2％
	8.9％
	18.5％

	フィンランド
	0.5％
	3.6％
	13.6％




４．学校や地域でこんなとりくみを始めましょう


子どもたちは、わけもわからないままに、｢習熟度｣だ、｢学力テスト｣だ、｢夏休み短縮｣だ、「英語活動」だと引き回され、追い立てられる。


わずか6歳の一年生が、6月からは給食のあとも1時間の勉強が始まる5時間授業がスタート。





教職員も、授業の準備をする｢暇｣なく、授業と会議、書類作りや雑用に追い立てられる毎日、毎時間。水さえ飲むのをわすれ、朝からトイレに行っていない自分に気がついて苦笑い。


定年を待たずに退職する教員が急増。精神疾患、ストレスで病気になる教職員も急増。








　｢習熟度別授業｣で本当に子どもの学力が向上するのでしょうか。父母や教職員のなかにさまざまな疑問や心配が広がっています。そのいくつかを拾ってみました。





▼新しい学習指導要領は、すでに多くの研究者が指摘しているように、｢教育内容を二本立てないしは複線化して、いわば『上位』の子向けと『下位』の子向けのコースをはっきりさせようとしている｣(＊)ことが一番のねらいです。こうした新学習指導要領のねらいがそっくりそのまま《授業の姿》となって現れたのが｢習熟度別授業｣ではないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(＊)(植田健男氏･名古屋大学大学院教授)


▼「学校の階層化」＝｢主任教諭制度｣は、こうした改定学習指導要領による選り分け・切捨て教育を進めるための学校システムづくりに他なりません。「習熟度別授業」と｢主任教諭制度｣は、コインの裏表の関係です。





教える前から｢できる子｣｢ふつうの子｣｢おくれた子｣に分けるのは、おかしいんじゃないかしら？だって｢習熟｣って習ったことに熟達することでしょう。





授業でつまずいている子も、もう少し個別指導をしたい子も、チャイムが鳴ればそれぞれの学級へ帰っていきます。必要なとき、必要な指導がきめ細かくできない｢習熟度別授業｣で、本当に学力が身につくのでしょうか？





ある小学校では、まだ授業も始まらない１年生から「習熟度」でやりたいと校長が提案するということもおきています。





子どもの実態に合わせて授業を工夫し、教材や教具を準備する。こうした授業を子どもがわかるように工夫することがめっきり減って、「指導書」と教科書に首っきり。先生どうしで打ち合わせをする時間もありません。｢習熟度｣では、ともかく教科書を教えなければならないという気持ちになってしま


います。これで本当に子どもたち


の学力は向上するのでしょうか？





｢30人学級(少人数学級)｣で学力が向上したという報告は山ほどあっても、｢習熟度別授業｣で学力が向上したという調査結果はゼロ。カリフォルニア大学の調査では、｢習熟度別指導｣は一部の上位者に有効だが、そのほかの大部分の子には有害であるとの結果が報告されています。


世界的な学力調査で連続世界1になったフィンランドは、｢習熟度｣で子どもを振り分けることをやめ、少人数クラスを進めてきました。





■「できん者はできんままで結構」、「非才、無才にはせめて実直な精神だけを養っておいてもらえばいい」、「劣っていると判断された子供は積極的に無知に育てる」、「エリート教育といいにくい時代だから（ゆとり教育と）回りくどくいっただけの話だ」　　　　　　　　　　(三浦朱門　元教育課程審議会会長)


■「ある種の能力の備わっていない者が、いくらやってもねぇ。いずれは就学時に遺伝子検査を行い、それぞれの子供の遺伝子に見合った教育をしていく」


（江崎玲於奈　教育改革国民会議座長）





公教育にできるだけお金をかねない





子どもを選り分けエリートを選び出し、そこにお金をつぎ込む





「知識基盤社会」を「生きる力」とは


▼金融や情報通信産業、ナノテクノロジーなど、上位３割の「エリート」・「高度専門技術者」で支えられるような産業構造社会。残りの７割は「柔軟活用型」労働力として、非正規雇用に当てるような社会。


▼「生きる力」とは、こうした「知識基盤社会」を大企業・大資本の指示に従って生きるための力・人材力である。





どんな教育を進めようとしているのか


▼選び出された｢エリート｣には、学習指導要領は最低基準とすることで、指導要領を超えた教育を可能にする。その一方で、｢下位｣の子には、国が決めた最低限の教育内容を｢重点指導事項｣として示し、｢くり返し反復練習｣つまりドリルで教え込む。


▼こうした二分化された子ども(国民)を束ねるために｢愛国心教育｣｢教科の道徳化｣を推進する。





　左の表のように、子どもを選り分ける教育をやめ、少人数学級(20人ほど)をベースにした平等教育を進めるフィンランドでは、成績下位の子どもの割合が日本に比べたいへん少なく、全体でも成績一位になっていることは教訓的です。日本は前回(2003年)に比べ、下位の子どもの割合がグンと増えています。





この学習討議資料を｢肴｣に、いま子どもや私たち、学校と地域に起きていることを大いに話し合ってみましょう。


みんなが｢やっぱり、これおかしいよ｣と思うことは、黙っていないで声を広げ、大きくしていきましょう。声が大きくなれば、改善できることもたくさんあります。


｢習熟度別授業｣や｢主任教諭制度｣について、あらためて考え、話し合ってみましょう。そして｢『習熟度』や『主任教諭制』ではなく30人学級を！｣の声を広げましょう。


いそがしさに押しつぶされそうななかですが、あきらめないで、少しでもやれるところから授業づくりの工夫をすすめましょう。そして、子どものようすや授業のようすを学年や職場会で話し合ってみましょう。もっともっと実践を豊かにするヒントが、そこにはたくさんあります。


西教研は西多摩の宝です。実践講座や学習会が開かれています。若者を誘って講座や学習会に参加しましょう。集まれば元気、語り合えば勇気！です。


1947教育基本法のもとではぐくまれた、たくさんのすぐれた教育実践があります。西多摩でもさまざまなサークルが研究会を開いています。ぜひ、サークルに顔を出し、実践を学びあいましょう。


1947教育基本法をとり戻し、子どもと教育、私たちのくらしといのちを守るために、組合に入ろうよ！と声をかけましょう。








